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事業概要 ハイパーネットワーク2011 別府湾会議開催事業、

地方自治体の情報化コンサルティング、

地域ＩＣＴ振興に関する研究開発、

（自主研究など）電子自治体に関する調査研究、

ICTを活用した情報教育に関する研究、

地域の情報化に関する調査研究、

環境を重視した社会に関する調査研究 など
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１． 研究の背景

２． 研究の目的

３． ナレッジマネジメントプラットフォームとは？

４． 研究の概要

５． 実証結果

6． 今後の展開
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•ａ）センサー・ネットワークシステムの簡単設置・拡大への対応

•ｂ）電源・ネットワークを確保できない場所での導入対応

•ｃ）廉価な環境モニタリング装置、センサー類の開発（農業専用

• センサーなども検討が必要）

①環境モニタリング
システム装置の運
用・管理面の改善

•ａ）情報の利用方法、利用技術（ＩＴや統計的数値）の洗い出し

•ｂ）情報の表示、比較・照査、共有、分析等に係わる基本ツール

• 開発・提供ならびに利用マニュアル整備

•ｃ）計測データなどの共有化された情報をWebサイト上に開示

•ｄ）SNS等の開発・活用による専門家からのアドバイスやサポート

②収集した農業情報
の利活用に関する
ツールの開発・提供
およびノウハウの蓄

積
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①多様な環境・利用者ニーズに対応した環境モ
ニタリングシステムの高度化

②農業情報の表示・共有・分析のためのプラット
フォーム構築とその妥当性評価

③実証実験によるプロトタイプシステム及びプラッ
トフォームの検証
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・ 地域の振興のために、農業分野におけるICT支援、

ハードウェア及びソフトウェアを開発・実証することを目的
とする。

① モニタリングシステムを実現するハードウェアの開発

② ①で開発したモニタリングシステムから得られるデータ
を利活用するプラットフォームを構築

ハウス内温度の変化
により機器を操作

作業履歴

ハウス内温度が10℃

を下回る日が続いて
いるので設定を変更
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（a）多様な環境・利用者ニーズに対応した環境モニタリング
システムの高度化

（b）農業情報の表示・共有・分析のためのプラットフォーム構
築とその妥当性評価

（c）実証実験によるプロトタイプシステム及びプラットフォーム
の検証

(a)

(b)

(c) 7
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（a）多様な環境・利用者ニーズに対応した環境モニタリン

グシステムの高度化 →圃場の多湿な気候による結露
とそれに伴う端末の故障の改善
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（a）多様な環境・利用者ニーズに対応した環境モニタリン

グシステムの高度化 →圃場の多湿な気候による結露
とそれに伴う端末の故障の改善
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（b）農業情報の表示・共有・分析のためのプラットフォーム
構築とその妥当性評価

→農場関係者によるSNS利活用の促進
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（c）実証実験によるプロトタイプシステム及びプラットフォー
ムの検証

→データ収集により農場作業の負荷軽減となる仕組み
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